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新
しん

学
がっ

期
き

を迎
むか

え、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まりました。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は子
こ

どもたちが栄
えい

養
よう

バランスのとれた食
しょく

事
じ

を仲
なか

間
ま

や先
せん

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に食
た

べ、そのふれあいの中
なか

で心
こころ

を豊
ゆた

かにし、体
からだ

の健
けん

康
こう

を育
はぐく

んでいます。さらに

給
きゅう

食
しょく

を生
い

きた教
きょう

材
ざい

として、健
けん

康
こう

的
てき

に過
す

ごすためのよい食
た

べ方
かた

やマナー、協
きょう

力
りょく

の大
たい

切
せつ

さや感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

を育
はぐく

む食
しょく

育
いく

が進
すす

められます。ご家
か

庭
てい

でも次
つぎ

のようなところに気
き

を配
くば

っていただきますようお願
ねが

いし

ます。 

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

や冷
れい

凍
とう

庫
こ

、大
おお

型
がた

トラックや高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

などの輸
ゆ

送
そう

手
しゅ

段
だん

がなかった

昔
むかし

、人
ひと

々
びと

はその季
き

節
せつ

に身
み

近
ぢか

にとれるものを 中
ちゅう

心
しん

に食
た

べて暮
く

らしていまし

た。食
た

べ物
もの

で季
き

節
せつ

の変
へん

化
か

を感
かん

じ、またそれを楽
たの

しんでいました。 

自
し

然
ぜん

な状
じょう

態
たい

で育
そだ

った食
た

べ物
もの

が、最
もっと

も多
おお

くとれ、最
もっと

もおいしくなる時
じ

期
き

を

「旬
しゅん

」といいます。春
はる

から初
しょ

夏
か

にかけては、たけのこや山
さん

菜
さい

、新
しん

たまねぎな

どの野
や

菜
さい

、初
はつ

がつお、あじ、あさりなどの魚
ぎょ

介
かい

類
るい

、新
しん

茶
ちゃ

、びわ、さくらんぼと

いったように、この時
じ

期
き

にしか食
た

べられないものが次
つぎ

々
つぎ

に登
とう

場
じょう

します。ぜひ

食
しょく

卓
たく

でも旬
しゅん

をキャッチし、季
き

節
せつ

や食
た

べ物
もの

から味
あじ

わう楽
たの

しさを子
こ

どもたちに

伝
つた

えてあげてください。 

給
きゅう

食
しょく

では全
ぜん

員
いん

で準
じゅん

備
び

、後
あと

片
かた

付
づ

けをしています。子
こ

どもは食
た

べ物
もの

や食
しょく

事
じ

に興
きょう

味
み

津
しん

々
しん

です。ご家
か

庭
てい

でもぜひお手
て

伝
つだ

いを積
せっ

極
きょく

的
てき

にさせ

てあげてください。買
か

い物
もの

や料
りょう

理
り

もできる範
はん

囲
い

でお手
て

伝
つだ

いさせてあ

げてください。 

献
こん

立
だて

表
ひょう

やはいぜん表
ひょう

をご家
か

庭
てい

の見
み

やすい場
ば

所
しょ

に張
は

り出
だ

して、献
こん

立
だて

や

食
た

べた感
かん

想
そう

など話
わ

題
だい

にしてください。気
き

になったレシピは、栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

に

気
き

軽
がる

にお尋
たず

ねください。 

子
こ

どもが食
た

べないからと、苦
にが

手
て

なものを食
しょく

卓
たく

に全
まった

く出
だ

さないのもよ

くありません。一
ひと

口
くち

でも挑
ちょう

戦
せん

したり、大
おと

人
な

がおいしそうに食
た

べている

姿
すがた

をみせたりすることも食
しょく

育
いく

ではとても大
たい

切
せつ

なことです。 
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新学期を迎え、学校給食が始まりました。学校給食は子どもたちが栄養バランスのとれた食事を仲

間や先生と一緒に食べ、そのふれあいの中で心を豊かにし、体の健康を育んでいます。さらに給食を

生きた教材として、健康的に過ごすためのよい食べ方やマナー、協力の大切さや感謝の心を育む食育

が進められます。ご家庭でも次のようなところに気を配っていただきますようお願いします。 

冷蔵庫や冷凍庫、大型トラックや高速道路などの輸送手段がなかった昔、

人々はその季節に身近にとれるものを中心に食べて暮らしていました。食べ物

で季節の変化を感じ、またそれを楽しんでいました。 

自然な状態で育った食べ物が、最も多くとれ、最もおいしくなる時期を「旬」

といいます。春から初夏にかけては、たけのこや山菜、新たまねぎなどの野菜、

初がつお、あじ、あさりなどの魚介類、新茶、びわ、さくらんぼといったよう

に、この時期にしか食
た

べられないものが次々に登場します。ぜひ食卓でも旬を

キャッチし、季節や食べ物から味わう楽しさを子どもたちに伝えてあげてくだ

さい。 

給食では全員で準備、後片付けをしています。子どもは食べ物や

食事に興味津々です。ご家庭でもぜひお手伝いを積極的にさせてあ

げてください。買い物や料理もできる範囲でお手伝いさせてあげて

ください。 

献立表やはいぜん表をご家庭の見やすい場所に張り出して、献立や食

べた感想など話題にしてください。気になったレシピは、栄養教諭に気

軽にお尋ねください。 

子どもが食べないからと、苦手なものを食卓に全く出さないのもよく

ありません。一口でも挑戦したり、大人がおいしそうに食べている姿を

みせたりすることも食育ではとても大切なことです。 


